
4529.　4.　1 29.　4.　1
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

　
市
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
地

域
の
活
動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
（
観
光
、
地
域
の
祭
り
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
）
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
度
か
ら

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東

久
留
米
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
を
Ｐ
Ｒ
し
、
参
加
を
促
す
こ
と

で
、
楽
し
み

な
が
ら
地
域

の
つ
な
が
り

を
強
め
、
参

加
者
の
日
常

会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
滝
山
マ
ン
ド
リ

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
第
２
・
第
４

日
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時
、
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
年
２
５
０
０
円

他
。
年
１
回
の
発
表
会
を
目
標
に

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
各

パ
ー
ト
若
干
名
募
集
。
詳
し
く
は

高
橋
☎
４
７
２
・
１
３
１
５
へ
。

　
◆
新
東
久
留
米
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
毎
日
午
前
６
時　
分
～
６
時　

１０

５０

分
、
六
仙
公
園
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
年
１
２
０
０
円
。

朝
日
を
浴
び
て
ラ
ジ
オ
体
操
・
練

功
で
、
気
力
・
体
力
・
免
疫
力
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
糸
川

☎
４
５
８
・
４
１
５
４
へ
。

　
◆
合
気
道
（ 
七  
曜 
会
）　
月
２
回
。

し
ち 
よ
う

水
曜
日
午
前
９
時　
分
～　
時
他
、

１５

１１

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

２
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０

円
。
一
般
男
・
女
。
初
心
者
。
中
・

高
年
齢
者
も
楽
し
み
な
が
ら
健
康

を
目
指
し
ま
す
。
詳
し
く
は
阿
部

☎
０
８
０
・
５
０
０
８
・
９
１
４

４
へ
。

　
◆
ヨ
ガ（ 
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ   
ａ
ｒ
ｙ
ａ 
）

ヨ

ー

ガ
 

ア

ー

リ

ア

　
毎
週
金
曜
日
と
月
曜
日
（
不
定

期
）の
午
前　
時
～　
時
、東
久
留

１０

１１

米
第
２
住
宅　
号
棟
集
会
所
（
大

１２

門
町
二
丁
目
）
で
。
参
加
費
１
回

５
０
０
円
。
４
月
か
ら
、
ヨ
ー
ガ

で
新
し
い
自
分
探
し
。
お
子
さ
ん

連
れ
歓
迎
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は 
有  
光 
☎
４
１

あ
り 
み
つ

０
・
０
２
７
６
へ
。

　
◆
混
声
合
唱
団
東
京
Ｂ
Ｃ
Ａ　

第
２
～
第
４
日
曜
日
の
午
後
２
時

～
４
時
、
久
留
米
中
学
校
で
。
会

費
月
４
０
０
０
円
他
。
楽
し
く
美

し
く
温
か
く
歌
心
を
大
切
に
演
奏

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
梶
山
☎
４
７
２
・
１
４

０
３
へ
。

　
◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
ふ
じ

ク
ラ
ブ
）　
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
の

午
後
２
時
～
６
時
、
滝
山
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
小
林
☎
４
７

１
・
４
１
７
７
へ
。

　
◆
吹
矢
サ
ー
ク
ル
風
　々
毎
週

火
曜
日
午
後
１
時　
分
～
３
時　

４０

５０

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
５
０
０
円
、
会
費
月
５
０
０

円
。
簡
単
、
楽
し
い
、
体
に
良
い

吹
矢
。
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
渡
辺
☎
４
７
４
・
８
４

７
２
へ
。

　
◆
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ
テ
ニ
ス
サ
ー

ク
ル　
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜

日
の
正
午
～
午
後
６
時
、
小
山
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
６
カ
月
で
６
０
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
金
曜
日
は
練

習
コ
ー
ス
。
コ
ー
チ
指
導
あ
り
。

詳
し
く
は
橋
本
☎
４
７
３
・
４
５

５
２
へ
。

　
◆
太
極
拳
若
葉
の
会　
月
３
回
。

月
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
、
西
部

地
域
セ
ン
タ
ー
他
で
。
入
会
金
５

０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

初
歩
か
ら
指
導
。
見
学
体
験
可
。

講
師
は
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

認
指
導
員
。
詳
し
く
は
塩
澤
☎
４

７
２
・
９
６
８
８
へ
。

　
◆
若
葉
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル　
第

３
金
曜
日
午
後
０
時　
分
～
３
時

４０

　
分
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

４０会
費
月
１
５
０
０
円
。
初
心
者
の

集
ま
り
で
、
写
真
の
基
礎
を
学
び

技
術
の
向
上
と
親
睦
を
図
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
荒
井
☎
４
７

４
・
７
０
７
４
へ
。

　
◆
男
の
料
理
（
ア
ラ
イ
グ
マ
の

会
）　
月
１
回
。
金
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
２
時
他
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
９
０
０
円
。
手
作
り
男
料

理
の
同
好
会
で
す
。　

歳
以
上
。

６５

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は 
鎗  
田 
☎

や
り 
た

４
７
３
・
１
３
０
２
へ
。

　
◆
中
国
語
会
話
（
話
そ
う 
朋  
友 
）

ボ
ン 
ヨ
ウ

　
毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０

円
。
２
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
中

国
人
講
師
と
楽
し
く
日
常
会
話
を

学
び
ま
す
。
詳
し
く
は
川
村
☎
４

７
１
・
３
９
６
０
へ
。

　
◆
読
者
会（「
世
界
」を
読
む
会
）

　
第
２
水
曜
日
午
後
６
時
半
～
９

時
、
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
他
で
。

参
加
費
１
回
１
０
０
円
。
雑
誌

「
世
界
」
の
読
者
会
で
す
。
感
想・

意
見
の
交
流
を
。
詳
し
く
は
須
山

☎
０
９
０
・
３
８
７
８
・
５
８
４

８
へ
。

　
◆
く
る
め
写
真
教
室　
第
１
日

曜
日
と
第
３
土
曜
日
の
午
後
３
時

～
５
時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
日
曜

日
は
野
外
撮
影
会
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
写
真
を
き
れ
い
に
撮
れ
る

設
定
の
仕
方
。
温
厚
な
方
。
詳
し

く
は 
江  
之  
元 
☎
４
７
３
・
１
９
６

え 

の 
も
と

１
へ
。

　
◆
合
唱
（
女
声
コ
ー
ラ
ス
ゼ
ー

レ
）　
第
１
・
第
２
・
第
４
土
曜
日

の
午
後
６
時
半
～
９
時
、
南
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
５
０

０
円
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ま
で
幅
広
く
歌
っ
て
い
ま

す
。
見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
山
岸

☎
４
６
５
・
２
３
６
９
へ
。

　
◆
俳
句
（
木
曜
句
会
）　
第
３
木

曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、
南
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０

０
円
。
気
軽
に
俳
句
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。
指
導
者

は
女
性
。
詳
し
く
は 
塗  
師 
☎
４
２

ぬ
り 
し

４
・
８
６
０
１
へ
。

　
◆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
Ｂ
Ｓ

Ｄ　
毎
週
月
曜
日
午
後
８
時　
分
５０

～　

時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

１０

５０

タ
ー
で
。
参
加
費
１
回
１
０
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
年

齢
性
別
不
問
。　

歳
代
の
方
も
参

７０

加
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
井
上

☎
０
９
０
・
３
６
９
５
・
６
０
７

４
へ
。

　
◆
冨
岡
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　
月

２
回
。
月
曜
日
午
前
９
時
半
～　
１１

時
半
、
午
後
１
時
～
３
時
、
中
央

町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
６
０
０
円
。
初
心
者
可
。

課
題
曲
は
新
曲
演
歌
。
ピ
ア
ノ
伴

奏
で
す
ぐ
覚
え
ら
れ
ま
す
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
冨
岡
☎
０
９

０
・
２
７
５
０
・
８
３
８
１
へ
。

　
◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ま
め

ち
ゃ
ん
ズ　
月
３
回
。
月
曜
日
午

前　
時
半
～　
時　
分
、
ス
ペ
ー

１０

１１

１５

ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
他

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
５
０
０
円
。
１
歳
か
ら
の
音

遊
び
。
体
験
随
時
（
５
０
０
円
）。

要
予
約
。
詳
し
く
は
遠
藤
☎
０
９

０
・
２
７
６
９
・
１
６
７
４
へ
。

催

し

　
◆
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察
（
さ
ん

ぽ
＆
自
然
観
察
の
会
）　
４
月　
日
２１

（
金
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時

半
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に

集
合
し
て
南
沢
へ
。
参
加
費
３
０

０
円
。
要
申
し
込
み
。
小
雨
実
施
。

筆
記
用
具
持
参
。
南
沢
の
春
を

ゆ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。
詳
し
く

は
横
田
☎
４
７
３
・
５
９
９
７
へ
。

　
◆
春
季
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・

講
習
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
東
京
都
地
域

協
会
北
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
）　
４
月
８

日
（
土
）
午
後
１
時　
分
か
ら
、

１５

成
美
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
５
０
０
円
。
フ
リ
ー
ダ
ン

ス
、
講
習
会
、
講
師
は
日
向
み
と

り
氏
。
切
れ
よ
く
、
力
強
く
。
タ

ン
ゴ
。
詳
し
く
は
馬
場
☎
４
２

２
・
０
９
７
８
へ
。

　
◆
第　
回
春
の
美
術
展
（
東
久

３２

留
米
美
術
連
合
会
）　
４
月
４
日

（
火
）
～
９
日
（
日
）
の
午
前　
１０

時
～
午
後
６
時
（
９
日
は
５
時
ま

で
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
学

習
室
で
。
入
場
料
無
料
。
市
内
の

美
術
家
と
美
術
愛
好
家
グ
ル
ー
プ

が
年
に
一
度
、
一
堂
に
会
し
作
品

を
発
表
。
詳
し
く
は
杉
本
☎
４
７

２
・
１
０
１
５
へ
。

　
◆
春
の
民
謡
大
会
（
東
久
留
米

市
民
謡
連
盟
）　
４
月
９
日
（
日
）

午
前　
時
半
か
ら
、
生
涯
学
習
セ

１０

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。

会
員
の
発
表
会
と
、
柳
窪 
囃  
子 
連

は
や 
し

が
特
別
出
演
し
ま
す
。
鉢
花
の
抽

選
会
あ
り
。
詳
し
く
は
吉
田
☎
０

９
０
・
１
０
４
９
・
３
６
０
５
へ
。

　
◆
講
演
「
認
知
症
の
時
代
を
生

き
る
」（
早
稲
田
大
学
東
久
留
米 
稲 とう

 
門 
会
）　
４
月　
日
（
日
）
午
後
３

も
ん

２３

時
～
４
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会

館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場
料

無
料
。
講
師
は
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
元
副
所
長
の
高
橋

龍
太
郎
氏
。
詳
し
く
は
高
橋
☎
４

７
４
・
２
３
６
６
へ
。

そ
の
他

　
◆
東
久
留
米
市
太
極
拳
連
盟　

年
会
費
あ
り
。
東
久
留
米
市
太
極

拳
連
盟
で
は
、
団
体・個
人
の
皆
さ

ん
の
加
盟
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
田
中
☎
４
７
３
・

９
３
９
７
へ
。

災害時支援
ボランティア
シンボルマーク

東
京
消
防
庁
が
管
下
で
行
う
消
防

活
動
の
支
援
を
行
う
登
録
制
の
専

門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
要
件

　
原
則
と
し
て
、
東
京
消
防
庁
管

轄
区
域
内
に
居
住
・
勤
務
・
通
学

し
、　

歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

１５
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
方
が
登
録
で
き
ま
す
。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
は
、
消
防
機
関
の
み

で
の
活
動
の
限
界
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
東
京
消
防
庁
で
は
、

全
国
に
先
駆
け
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
　
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
東
京
消

防
庁
管
下
で
震
度
６
弱
以
上
の
地

震
が
起
き
た
際
や
、
大
規
模
な
自

然
災
害
や
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、

　
①
応
急
救
護
に
関
す
る
知
識
を

有
す
る
方
（
普
通
救
命
講
習
・
赤

十
字
救
急
法
救
急
員
な
ど
）

　
②
過
去
に
消
防
団
員
、
消
防
少

年
団
員
と
し
て
、
１
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
方

　
③
震
災
時
な
ど
、
復
旧
活
動
時

の
支
援
に
必
要
と
な
る
資
格
や
技

術
な
ど
を
有
す
る
方

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警

防
課
防
災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
３
２
３
）
へ
。

い
ず
れ
も
午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
会
議
室
な

ど
　
【
費
用
】無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　
【
定
員
・
対
象
】
下
表
の
通
り

　
※
入
門
・
基
礎
は
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
用
・
実
践
は

試
験
で
決
定
し
ま
す
。
試
験
日
は

応
用
が
５
月　
日
（
土
）
午
前
、

１３

実
践
が
同
日
午
後
で
す
。

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
手
話
通
訳
者
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
話
講
習

会
で
す
。
年
間
を
通
し
て
受
講
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
講
習
期
間
】
入
門
（
初
級
）・

基
礎
（
中
級
）
＝
５
月　
日
（
月
）

２２

～　
年
２
月
の
毎
週
月
曜
日
▼
応

３０
用
（
上
級
）・実
践
（
通
訳
養
成
ク

ラ
ス
）
＝
５
月　
日
（
木
）
～　

２５

３０

年
３
月
の
毎
週
木
曜
日
。
時
間
は

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
月
）

２４

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
気
運
醸
成
活
動
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

理
解
を
深
め
る
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

普
及
啓
発
、国
際
交
流
促
進
な
ど
）

　
③
複
数
の
単
一
町
会
・
自
治
会

が
共
同
し
て
実
施
す
る
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み

　
地
域
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
町

会
・
自
治
会
が
主
催
し
て
行
う
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
（
催
し
、
活
動
な
ど
）
を

支
援
す
る
た
め
、
都
で
は
事
業
の

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
【
対
象
】
都
内
に
所
在
す
る
町

会
・
自
治
会

　
【
対
象
事
業
】
次
の
通
り

　
①
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み

　
②
①
の
う
ち
、
都
が
取
り
組
む

特
定
施
策
の
推
進
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
５
区
分
▼
防
災
・
節
電
活

動
▼
青
少
年
健
全
育
成
活
動
▼
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
▼
防
犯
活
動

　
④
単
一
町
会
・
自
治
会
が
他
の

地
域
団
体
（
町
会
・
自
治
会
お
よ

び
自
治
体
を
除
く
）
と
連
携
し
て

実
施
す
る
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
の
取
り
組
み

　
【
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】事
前
相

談
＝
４
月
３
日
（
月
）
～
５
月　
１７

日
（
水
）
午
後
５
時
▼
原
本
提
出

締
め
切
り
＝
５
月　
日
（
水
）
午

３１

後
５
時
▼
事
前
相
談
＝
６
月
１
日

（
木
）
～
８
月　
日
（
木
）
午
後

１７

５
時
▼
原
本
提
出
締
め
切
り
＝
８

月　
日
（
木
）
午
後
５
時
▼
事
前

３１

相
談
＝
９
月
1
日
（
金
）
～　
月
１０

　
日
（
木
）
午
後
５
時
▼
原
本
提

２６出
締
め
切
り
＝　
月
９
日
（
木
）

１１

午
後
５
時

　
※
詳
細
は
都
生
活
文
化
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.seikatu

bunka.metro.tokyo.jp/chiiki_ta
bunka/chiiki_katsudo/chiikiry
oku/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
都
生

活
文
化
局
地
域
活
動
推
進
課
地
域

活
動
支
援
担
当
☎
０
３
・
５
３
８

８
・
３
１
６
６
へ
。

　
　
年
度
か
ら
の
市
民
農
園
の

２９
利
用
者
募
集
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
し
た
が
、
３
月　
日
現
在

２２

に
お
い
て
、
応
募
総
数
が
募
集

区
画
数
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

小
山
農
園（
小
山
三
丁
目
）、幸

農
園（
幸
町
二
丁
目
）、金
山
農

園（
金
山
町
一
丁
目
）、下
里
農

園（
下
里
二
丁
目
）、浅
間
農
園

（
浅
間
町
二
丁
目
）、
神
宝
農
園

（
神
宝
町
一
丁
目
）
に
空
き
が
あ

り
ま
す
。

　
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
定
員
に
達
し
た
後
は
補
欠

で
の
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
す
で
に
当
選
し
た
方
は
、
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
「
市
民
農
園
利
用

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市

役
所
産
業
政
策
課
農
政
係
宛
て
郵

送
ま
た
は
直
接
同
係
（
市
役
所
６

階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
募
集
案
内
・
申
込
書
は

同
課
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
配
布
中
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

　
運
営
方
法
な
ど
の
詳
細
は
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・

７
７
４
３
へ
。

▼

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
募
集
ペ
ー
ジ
Q
R
コ
ー
ド

　
市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者

（
金
融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風

俗
営
業
を
除
く
）
に
、
低
利
率
で

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。

　
ま
た
、
利
用
す
る
方
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子
や
信
用

保
証
料
の
一
部
を
市
が
助
成
し
て

い
ま
す
（
下
表
「
利
率
」「
利
子
補

給
」
欄
参
照
）。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
書

類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行
い
ま

す
。
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か

か
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
※
こ
の
他
に
「
大
規
模
小
売
店

舗
へ
出
店
す
る
中
小
企
業
者
へ
の

融
資
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
労
政
商

工
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

活
動
量
を
増
や
し
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
　
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
「
楽

し
み
」
や
「
や
り
が
い
」
を
見
つ

け
、
健
康
で
喜
び
あ
ふ
れ
る
毎
日

を
過
ご
し
、
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
ま
ち
「
東
久
留
米
」
へ
の

取
り
組
み
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
認
定
さ
れ
る

と
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情

報
ペ
ー
ジ
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
携
わ
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
、
広
く
周
知
を
希
望
す
る
場

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な

ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
東
部
地
区
の
方
が
対
象
で

す
。
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
１
０
０
円

（
茶
菓
子
代
な
ど
）
で
す
。

東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
・
金
山
町
・
神

宝
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・
小
山
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町

　
【
日
時
】
４
月　
日
（
火
）
午
後

１８

１
時　
分
～
２
時　
分

１５

４５

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
本
部
☎
４
２
８
・
７
７
８
８

へ
。

　
自
然
観
察
体
験
や
緑
地
保
全
活

動
な
ど
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
い

方
の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
学
べ

る
講
習
で
す
。

　
【
講
習
期
間
】６
月　
日（
土
）～

１７

９
月
９
日
（
土
）
の
う
ち
８
日
間

（
全　
時
間
）

３６

　
【
対
象
】
都
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の　
歳
以
上
で
、
緑
に
関
す
る

１８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
験
が
１
年

間
に　
日
間
以
上
あ
る
方

１０

　
【
定
員
】　

人
５０

　
【
受
講
料
】
１
万
４
４
０
０
円

　
申
し
込
み
は
４
月　
日
（
金
）

２８

ま
で
に（
消
印
有
効
）、所
定
の
申

込
書
（
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
〒
１
６
３
儿
８

０
０
１
、
都
環
境
局
緑
環
境
課
宛

て
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
０

３
・
５
３
８
８
・
１
３
７
９
）
で

提
出
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
０
３
・
５
３

８
８
・
３
５
５
５
へ
。

　
道
路
交
通
法
で
は
、
消
防
水
利

や
水
利
標
識
の
周
囲
へ
の
駐
車
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

駐
車
車
両
が
一
刻
を
争
う
消
防
活

動
の
支
障
と
な
り
、
被
害
が
拡
大

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　
【
駐
車
禁
止
の
範
囲
】次
の
通
り

（
左
図
参
照
）。

　
（
１
）消
防
用
機
械
器
具
の
置
き

場
、
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
、

指定消防水利
消防水利

消
防
用

防
火
水
槽

歩
道

歩
道

消
火
栓

河
川

5m

5m

5m

消防水利や水利標識と駐車禁止の範囲

ま
た
は
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す
る

出
入
り
口
か
ら
５
丿
以
内

　
（
２
）消
火
栓
、指
定
消
防
水
利

の
標
識
が
設
け
ら
れ
て
い
る
位
置
、

ま
た
は
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水

口
・
吸
管
投
入
孔
か
ら
５
丿
以
内

消
防
水
利
と
は

　
消
防
隊
の
消
火
活
動
で
必
要
な

「
水
」
は
、「
消
防
水
利
」
と
呼
ば

れ
、
水
道
管
に
接
続
さ
れ
て
い
る

「
消
火
栓
」
や
地
中
に
埋
め
ら
れ

て
消
火
用
水
が
貯
水
さ
れ
て
い
る

「
防
火
水
槽
」
な
ど
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
分
類
に
応
じ
て
、

異
な
る
「
ふ
た
」
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
（
左
上
図
参
照
）。

水
利
標
識
と
は

　
消
防
水
利
の
周
囲
に
は
、
遠
く

か
ら
で
も
そ
の
位
置
が
分
か
る
よ

う
に
「
水
利
標
識
」
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
水
利
標
識
は
、
大
別

す
る
と
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま

す
（
下
図
参
照
）。

　
（
１
）
防
火
水
槽
の
標
識

　
防
火
水
槽
の
標
識
に
は
、
漢
字

で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と「
槽
」

の
文
字
が
ひ
ら
が
な
で
「
そ
う
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

ほ
か
、
消
防
水
利
と
表
記
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
（
２
）
消
火
栓
の
標
識

　
消
火
栓
の
標
識
に
は
、
そ
の
下

部
に
広
告
板
が
付
い
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
詳
し
く
は
市
防
災
防
犯
課
☎
４

７
０
・
７
７
６
９
ま
た
は
東
久
留

米
消
防
署
警
防
課
防
災
安
全
係
☎

４
７
１
・
０
１
１
９
（
内
線
３
２

０
）
へ
。

消火栓のふた
※ふたに黄色い塗装が塗られています。

防火水槽のふた 採水口

月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

希
望
コ
ー
ス
（
１
つ
の

み
）・手
話
経
験
、
在
勤
者

は
勤
務
先
・
所
在
地
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８

５
５
５
、
市
役
所
障
害
福

祉
課
「
手
話
講
習
会
募
集

係
」
宛
て
郵
送
を
。
締
め

切
り
後
の
受
け
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
※
前
年
度
の
修
了
者
で

上
の
ク
ラ
ス
を
希
望
す
る

場
合
も
、
必
ず
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

合
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
申
し
込
み
は
次
のURL

（http:
//www.higashikurum

e.lg.jp
/1007337/1009157.html

）ま
た

は
左
上
のQ

R

コ
ー
ド
で
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
募
集
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
、

所
定
の
申
込
書
を
取
得
し
て
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
団
体
の
役
員

名
簿
、
団
体
の
会
則
、
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
書
な
ど
事
業
の
概
要
が
把

握
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
、
産

業
政
策
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
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な
お
、
申
込
書
は
同
課
、
健
康

課
（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）

で
配
布
中
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
振
興
企

画
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

防火水槽の標識

消火栓の標識 その他の水利標識

中小企業資金融資　制度一覧
融資期間

（うち据え置き期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（３カ月以内）

０.９%

１.８７５%
※１

５００万円
事業に必要な原材料の仕入
れ金および、給料の支払い
に必要な資金などの流動的
な資金

①法人の場合は市内に引き続き１年以上、本店所在
地を有すること。個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業所を市内または隣
接５市（西東京、小平、東村山、清瀬、新座）に
有すること

②同一事業を引き続き１年以上営んでいること
③市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市
民税・都民税または法人市民税・固定資産税・国
民健康保険税）などを完納していること

④適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であ
ること

⑤東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会
の信用保証を得られること

⑥法人の場合は、企業経営上責任ある役員の連帯保
証を得られること

　※別途連帯保証人の要件があります。

１運転資金

中
小
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月以内）７００万円

店舗、工場または倉庫の増
改築および機械器具などの
購入に必要な資金

２設備資金

６カ月以内
（据え置きなし）２００万円

従業員の夏季または冬季の
一時金の支払いに必要な資
金

３ボーナス
　資金

８年以内
（１年以内）７００万円

工場などにおいて、公害防
止に必要な設備投資を行う
ための資金

４公害防止
　設備資金

１０年以内
（１年以内）３,０００万円

街路灯、アーケード、駐車
施設、従業員厚生施設、そ
の他共同事業に必要な資金

５商店街
　振興資金

５年以内
（６カ月以内）３００万円

事業を新規に開始（事業を
開始して１年未満の方も含
む）する際、必要な原材料
および商品の仕入れ金なら
びに給料の支払いに必要な
資金などの流動的な資金

新たに会社を設立して市内で創業しようとする方、
または市内または隣接５市（西東京、小平、東村山、
清瀬、新座）で事業を営もうとする方は、上記③～
⑥および
○市内に引き続き２年以上住所を有する方であるこ
と

○次のいずれかに該当する方であること
ア同一企業に５年以上勤務し、同一事業を営もうと
する方

イ法律に基づく資格を有する方で、その事業を創業
する方

６新規開業
　運転資金

創業１年未満の方は、上記③～⑥および
法人の場合は、市内に本店所在地を有すること。個
人の場合は、市内に引き続き２年以上住所を有し、
かつ事業所を市内または隣接５市（西東京、小平、
東村山、清瀬、新座）に有すること

５年以内
（１年以内）１.２%５００万円

運転資金として使用し、事
業に必要な原材料の仕入れ
金および、給料の支払いに
必要な資金などの流動的な
資金

上記①～⑥および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産高）が、
前３年のいずれかの同期と比較して１０％以上減少し
ていること

７緊急資金
不
況
対
策

※１　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　　返済方法は、いずれの制度も割賦償還。

小口零細企業資金融資　制度一覧
融資期間

（うち据え置き期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（６カ月）

０.９%
１.８７５%
※２

５００万円
※１

事業に必要な原材料の仕入
れ金および、給料の支払い
に必要な資金などの流動的
な資金

①小規模企業者であること
②法人の場合は市内に引き続き１年以上、本店所在
地を有すること。個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業所を市内または隣
接５市（西東京、小平、東村山、清瀬、新座）に
有すること

③同一事業を引き続き１年以上営んでいること
④市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市
民税・都民税または法人市民税・固定資産税・国
民健康保険税）などを完納していること

⑤適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であ
ること

⑥東京信用保証協会の信用保証を得られること
⑦法人の場合は、企業経営上責任ある役員の連帯保
証を得られること

　※別途連帯保証人の要件があります。

１運転資金

小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月）

７００万円
※１

店舗、工場または倉庫の増
改築および機械器具などの
購入に必要な資金

２設備資金

５年以内
（６カ月）１.２%５００万円

※１

運転資金として使用し、事業に必
要な原材料の仕入れ金および、給
料の支払いに必要な資金などの流
動的な資金

上記①～⑦および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産高）が、
前３年のいずれかの同期と比較して１０％以上減少し
ていること

３不況対策
　緊急資金

※１　申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。
※２　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　　返済方法は割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。

手話講習会の定員・対象
対象定員種別

市内在住・在勤５０人入門

市内在住・在勤３０人基礎

市内在住・
手話学習２年以上２０人応用

市内在住・
手話学習３年以上１５人実践

ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域

ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
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イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま

イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま
すす
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年
度
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年
度
年
度
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年
度
の
市
民
農
園
利
用
者

年
度
の
市
民
農
園
利
用
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３１３１

引
き
続
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募
集
し
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引
き
続
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募
集
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すす

「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」
を

開
催
し
ま
す

東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

手
話
講
習

手
話
講
習
会会（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践

（
入
門
・
基
礎
・
応
用
・
実
践
））のの

受
講
者
を
募
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し
ま

受
講
者
を
募
集
し
ま
すす
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▶
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火
栓
の
標
識
（
広
告
板
付
き
）


